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インド洋に面するスマトラ島のロブテュア （Lobu Tua） 遺跡
発掘成果が刊行された。 9 世紀から 12 世紀にかけての海
上交易を伝える資料が発掘された港町遺跡である。  
Claude Guillot 監修、 Histoire de Barus, Le Site de Lobu 
Tua II, Étude archéologique et Documents, Cahier d’
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第一章―考古学発掘調査の概要　【13 ページ】
　ロブテュア遺跡は現在のバールスの街の北西にあり、 ブ
ス （Aek Busuk） とマカ (Aek Maca) の２本の流れにはさま
れた幅 2 キロほどの土地にある。 海に面した断崖の上に
あり、 堀と土塁に守られた砦 （コタ） を中心に有した。 現
在海から断崖まで 800 ｍほどあり田んぼになっているが、
往時はこれほど広くなく、 沼地であった。 断崖は高さ 15
ｍほどで次第に崩落している。 この後退した断崖と、 ここ
からから 600 － 200 ｍ内陸を北西に走る舗装道路に囲ま
れる地域が遺跡の範囲となっている。 遺跡の中心は堀と
土塁に囲まれたいわゆるコタである。 現在この土塁の内
部は 2.5 ｈａほどあるが、 断崖方向でどれだけ崩落してし
まったか不明で 1000 年前の大きさは分からない。 遺物は






　この遺跡は 9 世紀中ごろから始まり、 12 世紀に起きた








産する 「金」 「カンフォール」 をめぐって 「シュリービジャ
第 2 図　ロブテュア遺跡示意図
■は調査地点を示す
ヤと中国商人」 対 「ジャワとインド ・ アラブ商人」 の関係
についての示唆は興味深い。
第三章―インド系の土器　【69 ページ】　総量 600 ｋｇほど
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第五章―近東の陶器　【171 ページ】


























































　出土は 1,000 余りである。 ロブテュアのように集住した都
市遺跡にしては多いとはいえない。金：3 個、硬玉：オパール、
玉髄、 水晶、 紅玉髄、 そしてガラスの三つのグループに分
けられる。 単色ガラスのビーズは中国の技法 （en spiraile
　螺旋形に作る） ではなく、 インド ・ 太平洋式の引き伸ば
しの技法で作られている。 単色ガラスの径 1mm ほどのビー
ズが数量的には最も多い。 多色ビーズは縞や網目、 そして
「眼」 がモザイクで入ったものなど 8 個が報告されている。















る。 鉄は 93kg 出土した。 製品には、 鍛造と鋳造の二技法
が用いられている。 前者によるものは角釘 211 本、 これに
は 10cm のものが一定量あり、 もっとも長いものは 20cm も
あった。 刃物類、 錐、 灯明皿、 二本歯の櫛なども鍛造で
ある。 これらはインド的である。 鋳造のものとしては鍋と見









　小さな金貨が 3 個出ており、 これをめぐってバールスと金
の関係が考察されている。 スマトラは金の産地として古くか
ら有名であり、 バールスはその重要な積出港であった。 レ


























た 13 世紀のタミール語の碑文がアチェの博物館にあり、 こ
の石碑もばら色と黒色の花崗岩であって、 インドからスマト
ラへ石製品が運ばれたことを証明するものである。









　総重量で 600kg 出土している。 この分量から煉瓦を使っ








金大考古 55, December 2006, 12-28.　スマトラ西岸バールスのロブテュア遺跡：森本 朝子
第５章　　近東の陶器 （この章のみ訳出を試みた。）




















るいは灰色の胎土 （pâte à mailloche） の無釉土器壷であ
り、 他は多彩釉でクーフイ文字銘まがいの劃花文を施した







フの壷は 9 世紀中葉から１１世紀始め、 大量の多彩釉刻
花文の什器も 11 世紀に対応している。 青釉と白釉は少数
しか出土していないがこの遺跡では最も古く、 9 世紀中葉
























類された一部の遺物 （たとえば図２０．） が、 インド由来の
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細石屑を含む赤色陶器　Poterie rouge à mailloche.
　小さな黒色の砕石や土器片を含む赤い土で作られてい
る。 寸法は口部で径 15 から 26cm、 厚み 1.5 から 3cm とさ
まざまである。 たくさんあるが復元できるものはない。 肩は
丸く首の付け根から肩にかけて縦耳がある。 底部は平らで
径 11 から 22cm である。 口部に水平に数本平行線が深く
刻まれている。 鋸歯文もある。 スィーラーフで窯址がみつ






片がある。 これもスィーラーフに見られ、 径 25cm ほどのほ
ぼ円筒形で厚みは 2.5cm 前後。 導管 （配管の樋のような
もの） と考えられている。




















ど 20 片ほどある。 底には高台が付いている。 考古学者が
中国の影響があるというタイプである。 スーサやスィーラー
フでも出土しており、 年代は 9 世紀とされている。
　東南アジアではタイのコー ・ コー カオ （9 世紀） や、 ス
ンガイ・ マスで青緑釉の陶器と一緒に出土している。 メソポ
タミアーイランの 9 紀中頃から 10 世紀初めの陶器である。
第 21 図　白釉陶器、全釉である。高台径 3.9cm。
第 22 図　青緑釉陶器、貼り付け文の小片。
青緑釉陶器









スィーラーフの発掘によって、 それが 825 年以前には出現
しないことを示した 
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2　 David Whitehouse,”Islamic GlazedPottery 
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　 Juris Zarins,”Arab Southern Red Sea Ports 
and the Early Chinese Porcelain Trade as Reflected 
principally from Aththar, Saudi-Arabia”, Annali dell’










































































ちろん une hypothèse très bonne marchée ではある。
　ついでながら筆者は中部ベトナム、 ホイアン近傍のチュ
オンフォンで遺物の表面採集をした際、 軽くスポンジのよう











縄文土器の 「い ・ ろ ・ は」　
－井戸尻考古館の普及活動から－
　「い ・ ろ ・ は」 といっても、 縄文土器の概説や編年、 研
究法や研究史をお話ししようというのではありません。 縄文
土器づくりにまつわる思いやエピソードの中から、 土器を
通じて縄文人に近づくことを感じていただければと思うので
す。 それは科学的ではないけれど、 非常に重要なことを
私たちに教えてくれるということ。 そしてそれは、 けして縄
文土器に限ったことではないことも。
１　ことのはじまり
　平成１８年７月。 富士見町内の小学校の６学年担任教諭
が来館されました。 お話の内容は 「学校の総合的な学習
の時間のなかで、 ぜひ縄文土器を作って、 最終的には調
理をするところまでやってみたい。」 というものでした。 おり
しも小学校６年の社会科の教科書から 「縄文時代」 が消
えた （！） というショッキングな出来事について頭にきてお
りましたし、 先生の熱意も感じられましたので 「それではや
りましょう！」 ということになったのです。
神像筒形土器（藤内遺跡）　国重要文化財
